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中国語 (L2)のパイリンガルを育てるための教育に変化している。既に 1990年からは州内 7
か所の小中学校で、朝鮮語と中国語混用の実験教育が行われている(笠本 2003)。いわゆる
イマージョンプログラム3 (immersion program) と呼ばれるものである。イマージョンプログ
ラムとは、 L2を用いて教科教育を行う、パイリンガル教育の一つで、カナダのように広い範
囲で二言語が使用されている地域によく見られる。授業時間の量によって、最初の数年間は






































(4) Jd ~雪印|コトM 型曇公口.
書庖に行って、本を買った。






































という行為の目的ともなる。しかし、 (7b) の f-:ll/一て」は前提、目的を表す文法機能を持
たないので非文となる。 (8) も同様に「書居に行った」は「本を買った」という出来事の前
提となり、また、書唐に行ったのは本を買うためだったという目的も含意している。しかし、
(8b) の f-:ll/一て」は時間軸上の前後関係を表す機能しか持たないので (8b) は非文にな
る。
このように、 2つの接続語尾 f-O同/一て」、 f-J1./一てJは、同じように時間の前後関係を
表しているように見えるが、単に時間軸上の前後関係を示すか、それに加え前提・目的の文




(9) 我 吃 了 仮 去了学校。
私食べた ご飯 行った学校
(私はご、飯を食べて学校に行った。)
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a. Lf:: tg;量同.::iJ.密平副|致口. ( 
(私はご、飯を食べて学校に行った。)
b. g吾量創んi~平量 e!~[ト. ( ) 
(運動をしたので友達に会った。)
)は訳文。実際のテスト用紙は、朝鮮語の説明文のみである。
調査文は、 aとbの 2タイプを用意した。上記の例からすると、 aは 1-.::iJ./~て」を使う
べき文脈に 1-.::iJ./~て」を使っているので正文であるが、 b の方は 1-.::iJ./~て」を使うべき
文脈に 1-0ト刈/~て」を使っているので非文となる。上記のような文を、 2 つのケース U-.::iJ.
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して 2(イマージョンクラスと普通クラス) X 4 (3， 4， 5， 6年生)の分散分析を行った。その
結果、クラスタイプ[F(1，152)= 3.91，p < .05]と学年[F(3，152)= 31.22，pく.001]の主効果が有意で





平均(%) 標準偏差 平均(先) 標準偏差
3年生 68.5 10.9 67.9 13.9 
4年生 66.7 11.0 72.5 11.9 
5年生 73.5 13.4 77.3 9.6 
6年生 86.7 5.7 91.0 5.6 
次に、接続語尾の正文と誤文に対する正答率を用いて分散分析を行った。接続語尾の正
文と誤文について正答率の平均を表 2に示した。その結果、正文の正答率に対して、クラス
タイプ[F(1，152)= 7.15，p < .01]と学年[F(3，152)= 7.31，pく.001]の主効果が有意であった。しか
し、クラスタイプと学年の間の交互作用は有意で、なかった[F(3，152)= 1.63， P = .185]。また、





イプの主効果は有意で、なかった[F(1，152)= .06，p = .816]。クラスタイプと学年の交互作用も有






27.2 52.1 16.4 64.6 14.2 83.7 18.4 72.5 3年生
22.2 67.1 21.8 59.6 14.4 77.9 15.6 73.7 4年生
14.7 80.0 26.0 71.2 13.9 74.6 13.8 75.8 5年生
9.4 89.2 12.6 90.0 8.2 92.9 11.8 83.3 6年生
学年とクラスタイプ間で交互作用が確認されなかったため、最後に、接続語尾(正文と誤
その結果、誤文では有意な差が見られなかったとクラスタイプ聞の単純比較を行った。文)
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